
様式１ 

 

（宣言日）２０２４年７月１３日 

 

富士山ＳＤＧｓ推進パートナー宣言書 

 

私たちは、「富士山を守り 未来につなぐ 富士山ＳＤＧｓ」を推進する富士宮市とともに、持続可

能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。 

団体・事業所名称 株式会社アサギリ 

区   分 
☑企業（業種：      ） □特定非営利活動法人・非営利団体 

□教育・研究機関       □その他団体（          ） 

代表者職/氏名 代表取締役 簔 威賴 

所 在 地 静岡県富士宮市人穴２０３番地の５１ 

Ｕ Ｒ Ｌ https://asagiri.info/ 

電 話 番 号 0544-52-0212 

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ t-mino@asagiri-f.co.jp 

反社会的勢力で 

ないことの誓約 
☑反社会的勢力でなく、反社会的勢力との関わりがない。 

 

団体・事業所として 2030 年（中長期的な）のあるべき姿 

循環型社会構築を推進する取組の実施  

関わる誰もが無理をしない持続可能な循環型システムの構築 

団体・事業所としてのＳＤＧｓ達成に向けた特徴的な取組（予定を含む） 

・酪農家と耕種農家との懸け橋になり、食品廃棄物である「ゴミを資源」に変換する取組 

・地域循環共生圏（ローカルＳＤＧｓ）を推進する取組 

① 酪農家の余剰牛糞を適正処理 

② 富士山観光を支える肥料工場 

• Ｊ- クレジット（ＣＯ2 排出権取引）の実施 

ＳＤＧｓの各目標に向けた取組内容及び目標 

注力するゴール 2024 年 12 月までの取組内容及び目標 

9，12，13 再生資源事業を通じて様々な社会課題の解決に努めます 

3，4，5 働きがいをもてる環境を整備してまいります 

7，12，15 環境負荷の低減や環境に配慮したサービスの提供 

1，11，17 様々な貢献活動を通じて、持続可能な社会の実現に努めます 

（記入上の注意） 

１ ３つの目標に関する取組を記載してください。（環境・経済・社会の３分野からそれぞれ選択し

ていることが望ましい。） 

２ 目標は、なるべく数値や数量でどのような貢献ができるかを表していることが望ましい。 

３ 上記の書式に書き切れない場合には、任意の様式で提出いただいて構いません。 

宣言書送付先 ： 富士宮市企画部企画戦略課 （kikaku@city.fujinomiya.lg.jp） 

mailto:t-mino@asagiri-f.co.jp
mailto:kikaku@city.fujinomiya.lg.jp


アサギリの取り組み 

 環境循環型農業の提案  

 地球環境全体への貢献  

環境への配慮 

アサギリグループでは再生利用事業での肥料製造時に発生する悪臭に対して、生物脱臭、土

壌脱臭、薬液消臭、酸アルカリ脱臭などの複数の脱臭施設完備し、周辺環境への配慮を徹底

して行っております。また、生産時工程、原料等の配合を研究し悪臭発生しにくい製造工程を心

がけています。 

アサギリの 5つの行動指針 

アサギリグループでは 5 つの行動指針を定め、環境循環型農業の提案と地球環境全体への貢

献を推進していきます。 

1. 環境法令遵守による廃棄物の更なる適正処理に努めます。  

2. 有機性廃棄物から高品質コンポストを製造、販売し環境負荷の少ない農業振興及び

緑化事業に努めます。 

3. 事業活動に伴う CO2 の発生抑制に努めます。 

4. 管理体制を整備し継続的に適正な管理を推進します。 

5. 社員に対し継続的に環境に関する教育を行い、環境保全に関する意識の向上に努

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



株式会社アサギリ SDGs宣言 

社会課題解決  

再生資源事業を通じて様々な社会課題の解決に努めます  

     

労働環境の整備  

働きがいをもてる環境を整備してまいります  

     

環境への取組  

環境負荷の低減や環境に配慮したサービスの提供  

     

地域貢献・社会貢献  

様々な貢献活動を通じて、持続可能な社会の実現に努めます  

     

 

 

 

 



関わる誰もが無理をしない持続可能な循環型システムの構築 

 

 


